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センター試験 2017 年度実施結果                                                  

●志願者数・受験者数ともに過去 10 年で最高値 

 

大学入試センターが発表した実施結果の概要によると、

志願者数は 575,967 人、受験者数 547,892 人で、いずれも

過去 10 年間を通して最も高い数値となりました。センター

試験に参加する大学数が年々増加しているとともに、推

薦・ＡＯ入試でも学力の担保として利用する大学が増えて

います。こうした背景のなか現役生の志願者数の上昇がセ

ンター試験受験者増の要因だといえます。 

 

●日本史Ｂの受験者が多いが、世界史Ｂとの平均

点差は６点 

 

大学の文系学部人気の高まりは地理歴史の受験者が増え

ていることからも分かります。地理歴史と公民の受験状況

のなかで、地理歴史Ｂと公民の計２科目受験の組み合わせ

は 19 パタンあり 14 万人程度が選択しています。このうち

構成率が高いのは、日本史Ｂ＋現代社会（18.6％）、日本

史Ｂ＋政治・経済（12.1％）、日本史Ｂ＋倫理,政治・経済

（11.8％）で、いずれも日本史Ｂが軸となっており、この

受験者合計は 42.5％を占めています。 

 

2017 年度の地理歴史では日本史Ｂの平均点が前年より

目立って下がったため（－6.26 点）、日本史Ｂと世界史Ｂとの平均点差が６点となりました。日本史Ｂでは写

真点数が大幅に増加し視覚資料の重要性が高まっており、資料の読み取り問題や図版を用いた問題などの学習

がより一層必要になるでしょう。なお、本年度の第４問では代々木ゼミナール作成のセンター対策教材とほぼ

同一の出題がなされました。 

 

 

2017年度大学入試センター試験　受験者数等

2017年 2016年 増減

志願者数 575,967 563,768 12,199

受験者数 547,892 536,828 11,064

受験率（%） 95.13 95.22 ▲ 0.10

欠席者（全教科） 28,075 26,940 1,135

地歴Ｂと公民の２科目受験の選択 （１万人以上）

受験者 構成率（%）

世界史Ｂ ＋ 現代社会 10,982 7.6

世界史Ｂ ＋ 倫理,政経 11,602 8.0

日本史Ｂ ＋ 現代社会 26,805 18.6

日本史Ｂ ＋ 政治・経済 17,424 12.1

日本史Ｂ ＋ 倫理,政経 17,102 11.8

地理Ｂ ＋ 現代社会 11,340 7.9

※構成率は全ての組み合わせ（19）における割合。

科目選択
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●2017 年度は生物受験者の“当たり年”、理科①・

②ともに生物の平均点上昇 

 

理科を受験する場合は、Ａ～Ｄの科目選択方法から１つを

事前登録し試験当日に受験することになります。この４種の

科目選択受験者のうち半数を占めるのがＤ（50.7％）、続い

てＡ（35.9％）となっています。ＢとＣの選択者は合わせて

13.4％にとどまり、文系志望者はＡ、理系志望者はＤの選択

が基本形となっています。 

 

選択方法Ａの組み合わせでは、化学基礎＋生物基礎 58.0％、

生物基礎＋地学基礎 29.9％、の２パタンで９割近くに達し、生

物基礎が選択の中心になっています。選択方法Ｄでは、物理＋

化学 71.4％、化学＋生物 27.4％、が主な組み合わせとなりま

す。平均点をみると、理科①では生物基礎 39.47 点、理科②で

は生物 68.97 点が最も高く、2017 年度は生物選択者が“当たり

年”であったことがわかります。 

 

●科目組み合わせパタンで平均点は明暗、理系 5-7

はマイナス基調、文系 5-8 はプラス 

 

主要３教科（国語・数学・英語）では、英語・数学２科目の

平均点は上がったものの、国語が20点以上落ち込んだことで、

合計平均点は前年差で－5.55 点となりました。理系・文系５教

科型の主要パタンでそれぞれ合計平均点を出すと、理系７科目で－4.67 点、文系８科目で＋8.03 点と理系、

文系で明暗が分かれました。一方、私大型の３教科でくくると国語の有無が影響し、理系（数学・理科・英語）

がプラス、文系（国語・歴史・英語）がマイナスとなり５教科型と逆転します。 

 

●国語・数学は早期学習が今後ますます重要に 

 

2017 年の平均点では、国語の得点率が 53％にまで下がったことが注目されました。ただ、過去 10 年間で国

語の平均点が６割を超えたことは２回しかなく、平均点の低さは今回に限ったことではありません。もっとも、

センター試験の各科目の平均点は６割程度を目標に問題作成されているところからすると、国語に限らず数学

Ⅱ・Ｂでも平均点の低さは目に付きます。 

 

現行のセンター試験にかわる新テストが 2021 年１月より導入される予定ですが、その国語と数学で記述式問

題が加わる可能性もでてきました。難度の高まる変更といえそうですが、国語と数学は現行のセンター試験で

も平均点が低調、不安定ですから、今後どのような出題形式になろうとも対応できる記述力や論理的思考力を

意識した学習は早い段階から進めておくことが必要でしょう。 

理科Ａの内訳

受験者 構成率（%）

物理基礎 ＋ 化学基礎 10,017 7.2

物理基礎 ＋ 生物基礎 2,192 1.6

物理基礎 ＋ 地学基礎 1,166 0.8

化学基礎 ＋ 生物基礎 80,332 58.0

化学基礎 ＋ 地学基礎 3,379 2.4

生物基礎 ＋ 地学基礎 41,453 29.9

138,539 100.0

理科Dの内訳

受験者 構成率（%）

物理 ＋ 化学 139,612 71.4

物理 ＋ 生物 1,177 0.6

物理 ＋ 地学 455 0.2

化学 ＋ 生物 53,603 27.4

化学 ＋ 地学 254 0.1

生物 ＋ 地学 370 0.2

195,471 100.0

科目選択

合計

科目選択

合計



2017年度　大学入試センター試験　平均点（確定）

教科 科目 満点 受験者数 平均点 (得点率） 増減 平均点差

国語 国語 200 519,129 106.96 53.48 11,338 -22.43 

世界史Ｂ 100 87,564 65.44 3,433 -1.81 

日本史Ｂ 100 167,514 59.29 6,684 -6.26 

地理Ｂ 100 150,723 62.34 2,794 2.24

現代社会 100 76,490 57.41 ▲ 3,750 2.88

倫理 100 22,022 54.66 ▲ 4,017 2.82

政治・経済 100 54,243 63.01 5,059 3.04

倫理, 政治・経済 100 50,486 66.63 1,777 6.13

数学① 数学Ⅰ・Ａ 100 394,557 61.12 2,078 5.85

数学② 数学Ⅱ・Ｂ 100 353,836 52.07 413 4.15

物理基礎 50 19,406 29.69 59.38 1,102 -4.68 

化学基礎 50 109,795 28.59 57.18 3,858 1.82

生物基礎 50 136,170 39.47 78.94 2,517 11.89

地学基礎 50 47,506 32.50 65.00 414 -1.40 

物理 100 156,719 62.88 980 1.18

化学 100 209,400 51.94 ▲ 2,276 -2.54 

生物 100 74,676 68.97 ▲ 2,713 5.35

地学 100 1,660 53.77 ▲ 466 15.13

英語筆記 200 540,029 123.73 61.86 10,341 11.30

リスニング 50 532,627 28.11 56.22 9,677 -2.70 

英語筆記＋ﾘｽﾆﾝｸﾞ 200 ― 121.47 60.74 ― 6.88

【参考】

主要３教科 （注１） 600 ― 341.62 56.94 ― -5.55 

理系5-7 （注２） 900 ― 518.78 57.64 ― -4.67 

文系5-8 （注３） 900 ― 535.60 59.51 ― 8.03

※本試験のみの数値。 （2017年２月２日　大学入試センター発表より）

※英語筆記+ﾘｽﾆﾝｸﾞは250点満点を200点に圧縮換算。

（注１）主要３教科：　国語、数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂ、英語筆記＋ﾘｽﾆﾝｸﾞ（200点）。

（注２）理系５教科７科目パタン：　国語、地理B、数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・B、物理、化学、英語筆記＋ﾘｽﾆﾝｸﾞ（200点）

（注３）文系５教科８科目パタン：　国語、日本史B、倫理,政経、数学Ⅰ・A、数学Ⅱ・B、化学基礎・生物基礎、英語筆記＋ﾘｽﾆﾝｸﾞ（200点）
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